
令和２年度第２回公共調達監視委員会審議概要 

   

佐賀労働局 

 

１ 開催日時 

   令和３年２月１７日（水） 

 

２ 開催場所 

   佐賀市駅前中央３丁目３番２０号 佐賀第２合同庁舎３階共用大会議室３ 

 

３ 公共調達監視委員 

   委員長  児玉 弘（佐賀大学准教授） 

   委 員  津留 保生（公認会計士） 

   委 員  大川 正二郎（弁護士） 

 

４ 審査対象期間 

   令和２年７月１日～令和２年１２月３１日 

 

５ 審査計画件数 

（１）公共工事      ３件 

 （内訳）競争入札  １件 

     随意契約  ２件 

（２）物品役務等    ５件 

 （内訳）競争入札  ３件 

   随意契約  ２件 

 

６ 議事録 

【審議番号１：令和 2年度若年層を中心とした求職開拓事業】 

（委員）予定価格を超えた業者があるが。 

（担当）予定価格を超える事業所があることは残念だが、様々な企画が提案され良かった。 

（委員）地元業者が評価は高いのか。 

（担当）そうではない。技術審査委員会の評価結果である。 

（委員）次年度以降の予定はあるか。 

（担当）まだ決定していが、今年度で終了かもしれない。 

（委員）3年目とのことだが、受託者は同じなのか。 

（担当）今年度の受託者は変わっている。 

（委員）昨年度は 1社入札であったが事業内容が違うのか。 



（担当）内容は同じである。今回は県の委託事業を受託していた事業所に声掛けを行った。 

（委員）昨年は広報をしていなかったのか 

（担当）労働局のＨＰ等での広報は行っていたが、効果が低かった。 

（委員）業者はそうした調達のＨＰを見ているのか。 

（担当）見ていると思われる。特に例年契約額が高い委託事業は見られている。 

 

【審議番号２：伊万里公共職業安定所空調機器更新工事設計業務委託】 

（委員）設計図がついているが。 

（担当）現状分をつけている。  

（委員）入札金額に業者によってかなりの開きがある。 

（担当）建築基準に基づいて予定価格を積算しているので、業者が努力し価格を下げている。

（委員）下限はないのか。 

（担当）低価格調査の対象は 1000 万以上のため、この案件は対象でない。入札参加資格を 

持つ業者の参加であるため、問題はないと考える。 

（委員）過去に問題は発生していないか。 

（担当）官公庁の工事業務を請け負っている実績があり、問題ないと思われる。 

（委員）設計と工事は別の業者が請け負うのか。 

（担当）そのとおり。 

（委員）予定価格は算出基準があるのか。 

（担当）ある。基準に基づいて積算している 

（委員）設計業者が、特定業者を指示できるような仕様にしないか。 

（担当）まだ、設計図等来ていないので確認はしていないが、通常の空調で高度な工事では

ないのでそのようことはないと考える。 

（委員）現地調査旅費は含まれているか。 

（担当）経費に含まれている。1日 5名で現地調査あった。 

（委員）仕様の中に、複数回の調査となっているが。 

（担当）現在は 1回。今後は確認する。 

 

 

【審議番号３：新型コロナウイルス感染症の飛沫感染防止対策に係る窓口用アクリルパ

ネルの購入】 

（委員）落札率約 25％とかなり低い。 

（担当）入札準備期間にアクリルの需要が高まり値段が上昇していたため、予定価格を高く 

設定した。実際の入札の時期には新規参入の業者もかなり増加し、価格が低下して 

きていた。また、全国の業者が入札に参加し、自社で製造販売をしている業者がよ 

り低い価格で落札した。 

（委員）マスクなどでも同じような現象が生じており、理解はできる。 

 



 

【審議番号４：令和 2年度第 3回備品・消耗品の購入】 

（委員）落札率が高い。 

（担当）通常の消耗品・備品は定価の 8割で積算している。事務用品等購入する機会が多い 

品目については業者もある程度こちらの積算方法を予想していると思われる。 

（委員）このような状況は入札の意義としてどうか。業者が話し合う余地がでるのでは。 

（委員）全国の労働局が通常使用する品物を全国一括で調達はしないのか。 

（担当）ほとんどの調達が、本省からの予算示達と指示で各々の労働局で購入している。 

（委員）この備品・消耗品の調達はどの範囲まで含まれるか。 

（担当）基本的にはすべてであるが、臨時的緊急的な案件、特殊な用品の調達はその都度対 

    応。今年度は、コロナ関係で緊急案件が多かった。 

 

【審議番号５：武雄公共職業安定所トイレ改修工事】 

（委員）予定価格が 250 万円を超えない場合は見積もり合わせでよいか。 

（担当）工事案件の場合は良い。 

（委員）見積書は何社とるのか。最低 2社か。 

（担当）今回は 3社に依頼をしたが、災害復旧工事があり 1社辞退。 

（委員）トイレを 2つ改修する工事内容か。 

（担当）トイレ 2台を和式から洋式へ交換工事である。 

（委員）トイレの改修で 1か所 50万掛かるのか。 

（担当）はつり、モルタル、パネル調整等工事が必要となるので、それを含めると低価格と 

思います。 

（委員）見積を頼む業者はある程度地域で決まっているのか。 

（担当）過去の実績で良好な業者に依頼している。 

 

【審議番号６：唐津公共職業安定所高圧ケーブル更新工事】 

（委員）4社中 2社辞退の理由は。 

（担当）1社は日程を失念していた。1社は遠方のため辞退。 

（委員）九電工と佐電工は関連があるのか。 

（担当）別の会社である。 

（委員）予定価格はどのように決めているのか。 

（担当）電気保安協会が電気関連の保守を行っているため、そちらに仕様等確認している。 

 

【審議番号７：新型コロナウイルス対応に係る備品・消耗品の調達】 

（委員）不落案件で随意契約になっているが、再入札の際に予定価格の変更はできないか。 

（担当）できない。 

（委員）不落札となった場合は、入札作業を最初からやり直すのか。 

（担当）はい。今回は急ぎの案件のため、入札で一番低い価格の業者と価格交渉をし、随意 



契約を行った。 

（委員）ボールペン等消耗品等もそれぞれ調達しているのか。 

（担当）日常使用する消耗品等は、年間で単価契約している。 

（委員）予定価格はすべて作るのか。 

（担当）調書としての作成は、入札対応金額に係るものでよいが、他も積算の資料は作成 

している。 

（委員）すべて実施するのは、時間的にもったいない感じがする。 

 

【審議案件８：業務支援等システム機器の購入】 

（委員）物品の性質上、ほぼ 1社にならざるを得ないため、定価になりそうであるが。 

（担当）予算の関係もあり、価格交渉を行った。 

（委員）全国的に同様の状況か。他局に影響があるのではないか。 

（担当）同様と思う。 

（委員）保守点検は必要か。 

（担当）年間で契約している。この分は、価格交渉は行っていない。 


